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新たなステージに対応した防災・減災のあり方
(2015年1月20日 国土交通省発表）

雨の降り方が局地化、集中化、激甚化
スーパー台風
都市、人が脆弱化
→少なくとも命を守り、社会経済に壊滅的な被
害が発生しないことを目標とした対応

命を守る：「行動指南型」の避難勧告に加え、
「状況情報」の提供による主体的避難の促
進、広域避難体制の整備等を目指す。
（住民の災害リスクの認知度の向上、避難力の向上、防災
教育、災害リスクを踏まえた住まい方への転換など）

壊滅的被害の回避：最悪の事態を想定・共有
し、国、地方、企業等が主体的かつ連携し
て対応する体制の整備を目指す。
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災害を知り、被害を防ぐ地図とは

• 住民ひとりひとりが
• 地域の成り立ちを知り
• 地域を造った自然の営みを理解し
• 地域の自然の振る舞いと人々の営みと
の関係をイメージし

• リアルタイムの状況情報に基づいて災
害の被害を最小限に防ぐ行動を自ら判
断する

ための情報
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地図から何を読み取るか

• 地域がどのように成り立ってきたか
• そこにはどのような自然の営みが働い
ているのか

• 人々の生活はどのような場に営まれて
いるのか

• どのような行動をとれば災害から身を守
ることができるか
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土地の成り立ちを示す地図～土地条件図
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土地の成り立ちを示す地図～火山土地条件図
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土地の成り立ちを示す地図～都市圏活断層図



土地の成り立ちを示す地図～旧版地図、空中写真

2008年国土地理院撮影

我孫子市資料
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土地の成り立ちを示す地図～旧版地図、空中写真

2008年国土地理院撮影1947年米軍撮影
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地形を示す地図～等高線、段彩陰影図

2008年国土地理院撮影1947年米軍撮影
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地図が情報の宝庫であることはわかったけれど・・・

• 情報がどこにあるのかわからない
• 他の地図と重ねてみたい
• 等高線では地形がよく理解できない

→ウェブ地図技術の急速な発展

地理院地図
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ウェブ地図「地理院地図」、地図データ「地理院タイル」

平成25年１０月公開

電子国土ポータル、 電子国土Webシステム
平成15年公開

ウェブ地図に関する
技術の一般化

国土地理院のウェブ地図サービス
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小縮尺

大縮尺

出典: https://www.qgis.org/en/docs/user_manual/working_with_ogc/ogc_client_support.html

ウェブ地図の世界標準であるXYZ (slippy map tilenames) 
方式で地図画像を提供

縮尺に応じた地図画像が
タイル状に敷き詰められ
ています。

地図表示の際には、

必要な範囲のみデータ
をダウンロードするので

表示が高速に行えます
。

地理院地図の根幹：地理院タイル
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標準地図 写真（過去の写真含む）

災害情報
（正射画像）

標高タイル

など

地理院タイルの種類
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・地図や写真のタイルは画像ファイル

・標高タイルはテキストファイル

地理院タイルのデータ形式
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地理院タイルのデータ形式

2014年8月より属性が付与された点・線・面の
ベクトルデータをウェブ地図形式で提供(実験）



地理院地図で他の情報と重ね合わせ



詳細な標高データ整備の進展
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標準地図 写真（過去の写真含む）

災害情報
（正射画像）

標高タイル

など

地理院タイルの種類
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2014年3月より地理院地図3Dを提供

地理院地図３D
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・誰でも・簡単に・日本全国どこでも 地理院地図を
ウェブブラウザ上で３次元で見ることができます。
・３Dプリンター用データとしてダウンロードすることも出来ます。

地形図

空中写真

3Dプリンターで
模型作成

地理院地図３D
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地理院地図３D



オープンソース
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オープンソースソフトウェアで地理院地図を構築

地理院地図自身もオープンソースソフトウェアとしてソー
スコードを提供



オープンデータ

分かりやすい利用規約で多様な活用を推進
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平成26年（2014年）6月19日 政府標準利用規約（第1.0版）
（各府省情報化統括責任者（CIO）連絡会議）

平成26年（2014年）9月30日 国土地理院コンテンツ利用規約

平成26年（2014年）9月30日〜

・出典の記載
（データによって）
・複製・使用申請

地理院タイルを他のソフトウェアで自由に利用できる

（測量法に基づく複製・使用申請は必要）



地理院地図を用いた地域の災害特性の提供

神奈川県寒川町の「ｅ－まっぷさむかわ」
（2014年度電子国土奨励賞）

地理院地図と国土地理院の地理空間情報を用いた
簡易な防災マップ



寒川町地震防災マップ



土地条件図は利用されているか？

ハザードマップ作成に際して土地条件図を参考にし
たか？(2012年度に国土地理院がアンケート）

%



土地条件図は必要なかった？

土地条件図は必要なかったのではなく、ハザード
マップ作成にあたって土地の成り立ちや性質を理解
する情報が必要であるという認識が十分浸透してい
ない

作成者側も土地条件図に示されている情報がど
のように利用できるかを広く紹介する等の取組みが
不十分
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まとめ

• 地域がどのように成り立ってきたか
• そこにはどのような自然の営みが働いている
のか

• 人々の生活はどのような場に営まれているの
か

• どのような行動をとれば災害から身を守るこ
とができるか

を地理院地図を使って読み取ろう！

地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/


